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さぬき市教育事務点検評価委員会（第１回） 会議要旨 

 

１ 日 時  令和元年７月２３日（火） ９：５５～１１：４７ 

２ 場 所  さぬき市教育委員会２階会議室 

３ 出席者  【委 員】宮本 強  三井重彰  渡邉千栄美 

【事務局】安藤教育長  中野教育部長  間嶋教育総務課長 

冨田学校教育課長  渡邉学校教育課主幹 

細川生涯学習課長  多田幼保こども園課長 

山田人権推進課長  高西教育総務課課長補佐 

欠席者  無し 

傍聴者  無し 

４ 議 題 (1) 教育委員会の事務の点検及び評価制度の趣旨等について 

(2) 教育委員会の事務の点検及び評価報告書の内容について 

(3) その他 

５ 会議の内容

発言者 意見概要 
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教育長 

教育部長 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

教育部長 

各課長 

 

 

教育部長 

 

委員 

 

 

 

 

若干時間は早いですが、皆さんおそろいですので、ただ今から第１回目のさぬ

き市教育事務点検評価委員会を開会します。 

最初に、安藤教育長から御挨拶を申し上げます。 

（教育長挨拶） 

それでは、内容に入ります前に、本年４月に管理職の異動、また、組織の改編

等がございまして、昨年度から変わっておりますので、ここで御紹介したいと思

います。 

（事務局職員を紹介） 

それでは、「教育委員会の事務の点検及び評価制度」の趣旨説明を、事務局か

らいたします。 

（点検・評価の趣旨について説明した。） 

続きまして、報告書の内容説明を各担当課長からいたします。 

（各施策の個別評価・成果と課題・改善策について説明した。） 

（平成３０年度に実施した施策の点検評価総括表について説明した。） 

（教育委員会の活動状況及び資料について説明した。） 

以上で、内容の説明は終わりました。ただ今から質疑応答に入りたいと思いま

す。順番に、御質問があれば御発言いただきたいと思います。 

５ページの１（２）「家庭学習の充実の支援」という項目で、ゲームについて

全国的に社会問題になっていると思いますが、早急に対策をやらないといけない

が、今の説明の中で教育委員会から各学校へ指導・指示を行ったとありました

が、そこで、学校から保護者や子どもに対してどのような指導・アドバイスがあ

ったのか分かりましたら１～２例でもお聞かせいただけたらと思います。 
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それから、６ページ１（４）の「学校生活支援者の配置」のところに、外国人

児童生徒の就学に伴う日本語指導を支援する人材を確保することが難しいという

記述がありますが、さぬき市の小中学校で外国人の児童生徒は何人くらいいるの

か、また、特別な支援をしているようですが、具体的にどのようなことをされて

いるのか、全国的にこれから外国人の比重が多くなってくる傾向があるなか、さ

ぬき市でも増えてくると思うのですが、それに対する対応をどのように考えてい

るかお聞かせいただきたい。 

それから、７ページ１（５）について、昨年も同じような記述があったと思う

のですが、「夏季休業中に行う初任者研修や中堅教職員研修は、他の行事等とも

重なり、参加者が減っている。」とありますが、この研修は自主参加か、それと

もある程度義務付けているものでしょうか。義務付けているのであれば、この研

修の日時は調整できないのかどうか。研修は大事だと思うが、これができるため

に行事の調整は必要ではないかと思うがいかがでしょうか。 

１２ページ３（４）人権のところで、評価がＣに落ちている項目で、事業は人

権・同和教育研究大会の開催ということですが、自然現象で中止になったという

のなら評価の対象になるのでしょうか。そのあたりをお聞きしたいと思います。

１つの事業に対する評価ですから、１つできなければゼロということになりま

す。そういうものを施策評価できるのでしょうか。 

１３ページ４（２）いじめの問題の防止の統一基準ができていないようです

が、実状はどうなんでしょうか。おききしたいと思います。校内研修とかいろい

ろやっておられるようですが、十分に理解できていない面もあるということです

が、統一基準についてお尋ねしたいと思います。 

１６ページ４（７）剣淵町訪問という項目でありますが、交流参加児童が年々

減少している原因は学習塾とかスポーツとかそういうものに目が向いて、関心が

落ちているというような説明もありましたが、参加するための負担金について、

保護者負担は何パーセントくらい負担させているのでしょうか。 

最後に、１７ページ４（８）「社会体育施設の整備と充実」の中で、運動公園

長寿命化計画というのがありますが、現在運動公園は指定管理者制度の方へ移っ

ていて、市は切り離して考えていくべきと思うのですが。野球場について、雨で

少し傷んだ所に土を入れたりするのですが、現在土の置き場に小さな一山くらい

置いているが、もっと土を置いてもらって、常時整備していかないと長寿命化計

画はできないと思います。施設整備も含めて、指定管理者に対して指導をしてい

ただきたいと思います。以上です。 

スマホ・ゲーム機等の使用について、昨今四国新聞でほぼ毎日とりあげていた

だいておりまして、またＤＶＤや依存症対策特集などを各学校に配付していま

す。この活用については、１学期末の段階では１０校中４校が活用したというこ

とです。残りの学校については、今後それぞれの学校で使用していくという回答

を得ています。 

アンケートの結果を踏まえて、スマホやゲーム機の管理については、学校での

管理は難しく、やはり家庭での使用ということになりますので、親子でルール作
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りをしていただくしかないということで、小学校用中学校用に分けて、親子での

約束事について書かれたものを配布しています。時間制限であったり、閲覧でき

る場所等の約束ごとが書かれています。 

次に、特別支援教育の関係で外国人が増えてきた場合の対応ということです

が、昨年度の外国語の支援は１名で、中国語の支援でした。ただ、年度途中で転

出しましたので、途中からは必要なくなりました。４～５年前にも中学校２校で

中国語の支援が必要な生徒がいました。ほぼ日本語がしゃべれないので、通訳の

支援を行っていました。今年度、外国語支援が必要な人はいませんが、いつどう

いった支援が必要になるかわかりません。今までは、たまたま市内に中国語の支

援ができる人がいましたが、今後他の言語等についても県の国際協会から人の支

援がいただけるか不安があります。 

「ライフステージに応じた研修の推進」のところで、初任者研修・中堅教員研

修・現職教育主任研修会を市で独自に行っていますが、そのうちの現職教育主任

研修会は夏休みではなく、通常の授業のある日に行っています。これについて

は、義務付けをしています。各校から全員出てくれています。 

問題となるのは、初任者研修と中堅教員研修を夏季休業中に行っているのです

が、初任者研修については、ある程度義務付けています。 

ほとんどの教員が参加してくれていますが、どういう時に少なくなるかという

と、中学校の部活で県大会出場になり引率のため、研修を欠席することとなりま

した。行事の調整はしていますが期間が限られるので、そのようになりました。 

また、中堅教員研修については義務付けておらず、本人の希望としています。

希望ということで、少し人数が減ってきているので、例えば教頭職でも勉強した

いという教頭には幅を広げて参加できるようにしていきたいと思っています。 

いじめの未然防止について、平成３０年３月に、「さぬき市いじめ防止基本方

針」をつくって学校にも配付しています。それを受けて各学校でも平成３０年度

にはいじめ防止基本方針を見直して、いじめの統一基準を図っているが、実状と

しては、まだ、いじめを受けたとされる子どもの気持ちに立ってというところ

が、校内研修をしていると思いますが、先生方の意識や学校全体としての取り組

みのところで、もう少し研修が必要かと思われる。ほとんどの教員がいじめ未然

防止の統一基準を持っているが、もう少し感覚を研ぎ澄まさないといけないと思

います。 

人権・同和教育研究協議会の実施について、開催に向けての準備を進めていま

したが、目標としている指標が、開催したかどうかであるため、実際に開催がで

きなかったので、今回はＣ評価としております。 

剣淵町との交流事業について、参加者の減少は、各種行事と全国的な児童数の

減少も一因であると思われます。剣淵小学校１校との交流で剣淵小学校の参加児

童数を基に両方が同数になるよう、さぬき市の参加児童を募って、人数に合わせ

ています。 

参加負担金について、定率での徴収はしていません。訪問の年においてのみ、

主には交通費に充てられますが、昨年度は１児童あたり５万５千円の負担をいた
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だいています。受入の年は交流委員会への負担はありませんが、各家庭でホーム

ステイ受け入れをしているので、各家庭でそれぞれの負担はしていただいていま

す。 

運動公園について、指定管理者の方で通常の施設管理等行っていますが、金額

が大きいものは協議のうえで市で対応しています。グランドの土については、以

前から要望もあり、本年度の予算でまとまった量の土を入れて、一回いい状態に

戻そうと計画しています。その時に予備の土は脇に置いておくように考えていま

す。また、市には指定管理の監督責任があるので、指定管理業者との間で意見等

の連絡調整を十分に行ったうえで、対応していきたいと考えています。 

社会が大きく変化し、保護者意識も変化する中で、着実な成果をあげられてい

ることに感謝申し上げます。 

ただ、今回の評価については、従来の評価と違う点があります。新たな「さぬ

き市教育振興基本計画」が策定されていますので、そのことを視野に入れて改善

策を盛り込んでいく必要があると思われます。 

まず、１点目、１（１）特色ある学校「我が園・学校の重点」について、過年

度はどうか。平成２９年度の中にもあります。なぜ未だに負担感があるのか不思

議であります。気持ちの問題であろうと思います。 

「特色ある教育活動」の中の読書について、読書は本の内容の魅力だけでな

く、読む習慣が大事です。一方、ここにもあります「ややきらい」「きらい」と

答える児童が１８％は看過できません。過度の競争意識や押しつけで負担になる

と反発し、嫌いになります。 

発達段階を踏まえた朝読や読み聞かせは読書への誘いで重要であるが、読書は 

能動的なのものであって、義務ではないので、読書活動の自立心妨げてはいけま

せん。 

１（２）「確かな学力」について、はたして学校の授業の改善だけでできるの

か。その点も踏まえて新たにできた「さぬき市教育振興基本計画」の改善策が盛

り込めていません。 

学習時間の確保・夏休みの学習相談週間・家庭学習の習慣化より一層大事であ

り、学力の定着が大事であると思っています。 

平成２８年度に学力向上モデル授業があり、サブタイトルが「学習習慣形成」

と付いています。その研究成果はどのような形でいかされているのでしょうか。 

１（４）「特別支援教育」について、事例報告書が活用できていないとありま

すが、これは幼稚園の先生方の主張だと思いますが、小学校の先生もそういう意

識でいるのでしょうか。活用のレベルの問題もあるのか。 

 私個人的には、事例・報告書は必要に応じて参考にすればよいのではないかと

思っています。 

１（５）「教職員の資質向上」ですけれども、今求められているのは、子ども

の心の対応です。個よりは集団の指導力、学級全体の統括力です。 

研修報告書の読み合いということが書かれていますが、他人の体験は他人のも

のでしかありません。研修報告書と小説は目的が違います。 
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異校種間交流について、支援施設を研修先に選ばないのは、必要性を感じてい

ないのでしょうか。 

働き方改革プランがある程度具体的になっているのでしょうか。 

１（９）「ライフステージに応じた多様な生涯学習の推進」で個別評価が、前

年度ＢＡＣＣからＢＢＣＡに変わったのに、総合評価がなぜＣになるのでしょう

か。Ｂではないですか。 

２（３）「若い芸術家への支援」について、改善策に新しい「さぬき市教育振

興基本計画」の記述が盛り込まれていません。 

４（１）「防災教育」の推進の施策評価が昨年度より上がったのに、Ａの横

に、上向きの矢印がありません。 

４（３）「道徳教育」について、独自の道徳教材の開発は断念したのであれ

ば、評価はＢでよいのではないでしょうか。前年度のＡ評価が高すぎたのです。 

４（６）「早寝早起き朝ごはんの推進」について、朝ごはんだけの記述しかあ

りません。早寝早起きの記述がありませんが、必要です。 

事例報告書関しては、平成２９年度に幼保連携推進室で早期支援コーディネー

ターを中心に作成しています。３～５歳児の事例になっています。この事例集の

活用については、担当教員だけが持っていたところもあれば、園内で協力して活

用しているところもありました。小学校にも特別支援員がいますので育ちのうえ

で必要な事例集でもありますので、今年の特別支援教育支援員の研修では、参考

になるかならないかは別として、一度は読むように指示しました。 

働き方改革プランについては、平成３１年３月に策定しています。教職員の超

過勤務が問題となっています。この中で、時間外勤務が月８０時間超えの教職員

をゼロにする、また、年間３６０時間超えの教職員を半数以下にするという目標

を掲げています。ただ、時間数を設定しておりますが、小中学校の教職員の出勤

時間から帰る時間までを記録する出退システムを昨年の８月に導入しています。

その集計はすでに終わっていますが、押し忘れや外の部活動の先生方は打刻がな

いということがあったので、この４月に打刻するよう周知しました。正確な数字

が出てくるのは今年が終わってからと考えています。ただ、昨年度の実績は、小

学校の時間外の平均が５０．６、中学校が平均４９．０５となっています。勤務

時間前の時間と週休日の時間外、土日も含みます。ただ、屋外・県大会引率は打

刻されていません。 

「我が園・学校の重点」につきましては、業務の負担感がぬぐえていないとい

うところもありますが、この課題も少しでも改善しようと思い、重点項目に絞っ

てＡ４版１枚にしていくことで、改善していこうとしています。そこまで負担感

はないと思っています。 

次に、読書に関してですが、読書がややきらい・きらいと答えた児童１８％、

生徒２５％ということですが、委員さんがおっしゃっていただいたとおり、過度

になったり、競争心を煽るような負担が増えると、やはりきらいになっていくと

ころも考えまして、義務ではなく能動的にということもおっしゃっていただいた

ので、発達段階に応じた読み聞かせ等も考えながら、今後進めていけたらと思っ
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ています。御意見ありがとうございました。 

次に、「確かな学力の定着」というところですが、家庭学習の充実というとこ

ろも考えていかなくてはいけないという御意見もありがとうございました。その

中の質問にありました平成２８年度の学力向上モデル校事業、学習習慣形成モデ

ル校の事業はどうなっているかということがありました。どこの学校かすぐには

わかりませんが、その学校の取組に終わっているようなところがあると思いま

す。今年度も学習習慣形成モデル校事業を次の学校が受けているのですが、でき

ましたら、先ほどのご指摘のとおり、そこでの成果と課題を踏まえまして、さぬ

き市内の各小中学校にもいかせていけたらと思っています。 

教職員の資質向上というところで、異校種間交流で、支援施設を研修先に選ば

ないのは必要性を感じていないからかという意見でありましたが、必要であると

感じています。支援施設に行きたいというよりかは、連携という意味で、小・

中・幼がどういうことをしているかを見たいというのがあります。 

改善策に書いている研修報告書を１か月以内にお互いに交換して読み合いとあ

りますが、ご指摘のとおり研修報告を１か月以内に読み合っても、やはり他人の

研修報告であるので、この部分は再検討します。ただ、その前の部分で、お互い

に異校種間交流で学んだことをその学校や幼稚園に持ち帰って成果を共有するこ

とは大事かと思います。 

道徳教育のところで、さぬき市独自の道徳教材の開発をしたことと、それを活

用することとの差はあると思います。前年度だけでなく、経年的に見させていた

だいていますので、評価Ａは高すぎるのではないでしょうか。どう活用していっ

たかが大事だと思います。 

県とかのものも活用していったらいいという意見でよろしいでしょうか。 

評価は修正させていただきます。 

市民に直接話を聞く機会が多いので、その視点から質問させていただきたいと

思います。 

特別支援教育早期支援コーディネーターについて、どこまで共通理解ができて

いるのでしょうか。小学校は小学校、中学校は中学校でいろいろな会議をして支

援を必要とする子どもたちの支援していくと思いますが、集まって会議をする場

面はあるのでしょうか。小学校へあがる時点にはそばには必ず早期支援コーディ

ネーターがいるのでしょうか。 

中学校の部活動の支援で、教職員の働き方もありますが、生徒の負担につい

て、国・県から指導があったと思いますが、市としてはどのような指導をしてい

るのでしょうか。 

「認定こども園」について、保育所と幼稚園が一つになっているので、共通理

解はできていると思いますが、初年度なので会議とか職員同士で保育所の立場、

幼稚園の立場の先生、その方が集まって、教職員の意識の持ち方はどうまとまっ

ているのでしょうか。幼稚園は文科省、保育所は厚労省となっていますが、形態

を教えてほしいと思います。 

次に、ミドルリーダーとはどういった方か。経験年数とか資格とかはどうなっ
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ているのでしょうか。 

１（９）公民館について、支所から出張所になった関係で、カギや申し込みが

民間委託または寒川総合支所に管轄されたりしましたが、事前の周知・協議はど

ういったものであって、そこに行きついたのか、施設の料金統一について具体的

なものがあれば教えてほしいと思います。 

 志度東中学校の跡地に体育館ができていますが、施設の活用について、名称、

管轄を教えてください。管轄が複雑になっていますが、改善はあるのでしょう

か。 

こども園について、国の認定こども園ということで、保育所のいい部分と幼稚

園のいい部分をとらえて、こども園というのができた経緯があります。当然、職

員の方も平成３０年にすり合わせてきたので、そのへんの意識改革はできている

のですが、４月からスタートした段階では、日々保育・教育に追われ、そのへん

のすり合わせができていないのが現状です。というのも、１つの書類をとらえて

も、幼稚園では必要ないものが、保育所では県の指導監査があるので必要であっ

たりします。１年間やってみないと、事務の軽減ひとつできません。すり合わせ

の時に、やめてもよいのではというものが多々あったかもしれませんが、保護者

からの要望があったりで、なかなか難しいところがあります。 

１号認定の幼稚園籍と２号認定の保育所籍の子が同じ教室にいるので分けづら

いのですが、３歳以上未満という分け方があります。無償化が１０月から始まり

ますが、保育と教育で分けるのか、他の動向も見たいと思います。 

ミドルリーダーの育成のことですが、主任の先生を指しています。課長補佐級 

になった時で、今はそんなにいない状況です。クラスを持たないフリーの先生、 

園長の次の役割をする方を今後育成していかないといけません。３年間アドバイ

ザー事業をやってきましたが、若年層の育成を主眼にやってきたので、今後はミ

ドルリーダーの育成を中心にやっていきたいということです。 

支援コーディネーターさんですが、さぬき市の発達障害の支援事業の「ほっと

すてっぷ」の一環ということで、支援コーディネーターの巡回訪問をしていま

す。これにつきましては、コーディネーターの先生を小学校区ごとに割り振りを

しています。コーディネーターの先生に見てもらうことで、幼稚園と保育所を一

人の先生につないでもらいます。全体の指導会よりは、主には個人の支援員さん

に行ってもらうことで、充実しています。他市よりかは、ほっとすてっぷ事業の

関係で進んでいます。これについても、幼・保から小学校にあがった時の共通理

解が得られるように工夫をしていきたいと考えています。 

鍵の管理については、津田地区・大川地区・長尾地区の支所がなくなり、出張

所となったことで、そこで管理していた鍵の管理を変更しています。施設が多い

ので、施設ごとに管理人を置くことは難しく、まとめて管理する必要があり、検

討した結果、津田では、少し距離はありますが、クアパークが安価で引き受けて

くれることになりました。大川では、周りに管理できる施設がないので、３キロ

メートルちょっとありますが、寒川庁舎で、長尾地区については現公民館管理人

が管理することになりました。 
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周知については、定期利用団体がほとんどなので、公民館については１月に説

明会を行い、２月末に体育施設の説明を行いました。一般利用者については、申

込みがあったときは、公民館長から説明し、ちらしを配布しています。 

料金については、生涯学習課案をつくりましたが、協議していく中で、部屋の

面積に応じて一定の金額をかけていくと、一番狭い部屋から次の部屋に移る時の

差が大きいので見直して、体育施設もいっしょに、今の現状からあまりかわらな

いような形で生涯学習課案をつくっていますが、教育委員会以外の施設を含めた

全体的なものが進んでいません。 

志度東体育館については、４月１日から活用しています。他の体育館と同じで

す。広く使っていただきたいので、定期利用の受付はしませんでしたが、８月か

らは定期利用を入れています。避難所としての機能もありますが、管轄は生涯学

習課となっています。名称は志度東体育館です。 

中学校の部活動について、今年の３月に県教委より部活動に関するガイドライ

ンが示され、さぬき市でもガイドラインを策定しています。 

部活動の時間については、学期中少なくても週２日休業日を設ける。休業日

（夏休み等）の部活では、平日１日、土日で１日、合わせて２日の休業日を設け

なさい、学期中は２時間程度、休業日については３時間程度と具体的な数字で示

したうえで策定しています。ただ、県から示されたのが３月でしたので、市教委

から示したのが、４月の校長会で周知したところで、遅くとも８月以降は遵守す

るように心がけてくださいと指導しているところです。 

よろしいですか。他の委員さんで、御質問等は、ありませんか。 

また、御意見の方を作成していただく上で、御質問等があれば事務局のへ問い

合わせていただけたらと思います。 

その他の項目について、事務局から説明します。 

（意見書の作成・提出について説明した。） 

本日はたいへん長時間にわたり、熱心な御審議、ありがとうございました。今

後とも、よろしくお願い申し上げます。 

それでは以上をもちまして、第１回目の教育事務点検評価委員会を閉会したい

と思います。 

ありがとうございました。 


